
■支援の背景
複合サイクル試験機は製品に一定の条件で塩水を噴霧し、さびの状態や発生箇所を観察するこ

とで、製品本体や塗膜の耐食性を評価できます。当場では、道内企業から寄せられた各種金属製
品の耐食性試験を行い、塗膜や表面処理の違いによる耐食性の良否を比較しています。また、耐
食性試験だけでなく、大学等の研究で使用する模擬的な腐食試験片の作製も行っています。ここ
では、近年実施した本機の主な活用事例を紹介します。

■支援の要点
１．塗膜の種類や下地処理の異なる各種塗装鋼板の耐食性評価
２．ステンレス鋼溶接部や高張力鋼ボルト継手の模擬腐食試験片の作製と強度評価

■支援の成果
１．塗膜の種類や下地処理の異なる塗装鋼板を腐食させ、流れ出たさびの有無、塗膜の膨れやは

く離などの状態から、それぞれの耐食性の良否や塗膜の密着性を評価しました。
２．溶接部が腐食したステンレス鋼の引張試験片や、鉄骨の解体実験に使用する腐食した高張力

鋼ボルトの鉄骨継手を作製し、腐食後の引張強度低下やボルト解体に必要な荷重やトルクの変
化についてそれぞれ評価しました。
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複合サイクル試験機         各種塗装鋼板の耐食性試験

（上：腐食前、下：腐食後）

溶接部を腐食させた 

ステンレス鋼の引張試験片
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